
















〔要約〕平成 3～8年度の介入コーホート調査によると、思春期の発育加速期に、皮脂厚、

体脂肪率などは男子で一時的な低下がみられたが、女子では一貫して上昇がみられた。同

時期、血情脂質は男女とも一貫して低下傾向がみられた。また、小 4(小 5)～中 3 間にお

いて、肥満度、上腕皮脂厚、最大血圧、最小血圧、T-Ch、LDL-Ch、HDL-Ch などのトラッ

キングがみられた。なお、M 小学校の肥満児出現率は継続的介入(個別介入および全員に

対する集団介入)によって有意に低下した。


